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特
集
1
　
自
衛
隊
中
東
派
兵
に
反
対
す
る

ア
メ
リ
カ‒

イ
ラ
ン
関
係
の
緊
張
と
自
衛
隊
の
中
東
派
兵

島
川
雅
史

１　
イ
ラ
ン
将
官
の
「
暗
殺
」
と
ト
ラ
ン
プ

政
権２

０
２
０
年
1
月
3
日
、
米
国
は
バ
グ
ダ
ッ
ド

空
港
を
め
ぐ
る
道
路
上
で
、
無
人
機
（
ド
ロ
ー
ン
）

の
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
に
よ
っ
て
、
イ
ラ
ン
の
エ
リ
ー

ト
部
隊
で
あ
る
革
命
防
衛
隊
コ
ッ
ズ
部
隊
の
ソ
レ

イ
マ
ニ
司
令
官
と
、
シ
ー
ア
派
武
装
勢
力
の
指
導

者
を
爆
殺
し
た
。

こ
れ
は
、
戦
争
状
態
で
も
な
い
独
立
国
の
正
規

軍
人
（
少
将
）
を
、
植
民
地
で
も
な
い
第
三
国
に

お
い
て
武
力
を
行
使
し
て
殺
害
し
た
と
い
う
、
特

異
な
事
件
で
あ
る
。
し
か
も
、
Ｃ
Ｉ
Ａ
が
現
地
勢

力
を
使
っ
て
起
こ
し
た
秘
密
・
謀
略
作
戦
な
ど
で

は
な
く
、
大
統
領
が
直
接
命
令
を
下
し
た
と
公
言

し
、
国
防
長
官
や
統
合
参
謀
本
部
議
長
が
作
戦
経

過
の
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
を
す
る
と
い
う
、
正
式
な

軍
事
行
動
で
あ
っ
た
。
同
じ
こ
と
が
羽
田
空
港
や

ロ
ン
ド
ン
・
ヒ
ー
ス
ロ
ー
空
港
周
辺
で
起
こ
っ
た

場
合
の
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
そ
の
異
常
性
は
明
ら

か
で
あ
ろ
う
。

米
政
府
は
、こ
の
公
然
た
る
「
暗
殺
」
行
為
（
イ

ラ
ン
外
相
に
よ
れ
ば
「
国
家
テ
ロ
」）
を
、
自
衛
権
の

行
使
と
し
て
正
当
化
し
た
。
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は

1
月
3
日
に
、
ア
メ
リ
カ
の
外
交
官
と
軍
人
に
対

し
て
「
差
し
迫
っ
た
邪
悪
な
攻
撃
」
を
計
画
し
て

い
た
「
世
界
一
の
テ
ロ
リ
ス
ト
」
を
、
正
確
な
攻

撃
で
殺
害
し
た
と
誇
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
長
年

に
わ
た
り
ソ
レ
イ
マ
ニ
指
揮
下
の
革
命
防
衛
隊
は

ア
メ
リ
カ
市
民
や
軍
人
を
傷
つ
け
殺
害
し
て
き
た

し
、
最
近
の
在
イ
ラ
ク
米
軍
基
地
や
大
使
館
へ
の

襲
撃
も
、
ソ
レ
イ
マ
ニ
司
令
官
の
指
示
で
行
な
わ

れ
た
と
言
う
。

国
際
法
的
に
は
、
自
衛
権
の
行
使
は
、
慣
習
的

に
「
急
迫
・
不
正
」
な
攻
撃
が
予
期
さ
れ
る
場
合

に
は
認
め
ら
れ
る
と
さ
れ
る
。
個
人
に
対
す
る
国

家
の
自
衛
権
と
は
何
か
、
イ
ラ
ン
に
対
す
る
攻
撃

行
為
で
は
な
い
の
か
、
ま
た
イ
ラ
ク
へ
の
主
権
侵

害
で
あ
る
等
の
議
論
の
以
前
に
、
米
政
権
は
ま
ず

は
攻
撃
の
根
拠
で
あ
る
「
急
迫
・
不
正
」
な
攻
撃

が
企
図
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
説
明
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
、
1
月
10
日
の
Ｆ
Ｏ
Ｘ
テ

レ
ビ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、
殺
害
に
は
緊
急
の
必

要
性
が
あ
っ
た
と
言
い
、
司
令
官
は
バ
グ
ダ
ッ
ド

な
ど
４
つ
の
米
大
使
館
へ
の
攻
撃
を
企
て
て
い
た

と
述
べ
て
い
る
。
政
権
は
、
議
会
に
対
す
る
説
明

で
は
諜
報
上
の
秘
密
保
持
を
理
由
に
具
体
的
な
攻

撃
対
象
を
挙
げ
て
お
ら
ず
、
４
国
の
米
大
使
館
と

い
う
言
及
に
は
、
議
会
軽
視
で
あ
る
と
の
批
判
が

高
ま
っ
た
。

ま
た
、
政
権
内
の
足
並
み
も
乱
れ
て
く
る
。
ポ

ン
ペ
オ
国
務
長
官
は
10
日
に
、
大
使
館
や
基
地
に

対
す
る
広
範
囲
な
攻
撃
計
画
が
あ
っ
た
と
し
な
が

ら
、「
い
つ
、
ど
こ
で
」
起
こ
る
か
は
わ
か
ら
な

い
が
緊
急
性
が
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
後
に
大

統
領
発
言
と
の
食
い
違
い
を
問
わ
れ
て
、
齟そ

齬ご

は

な
い
と
し
な
が
ら
、
日
時
分
の
正
確
な
特
定
は
無

理
と
い
う
釈
明
と
、
中
東
地
域
の
複
数
の
大
使
館

と
言
う
の
み
で
、
大
統
領
の
挙
げ
た
「
４
」
国
と

い
う
数
字
に
は
触
れ
て
い
な
い
。
エ
ス
パ
ー
国
防

長
官
も
、12
日
の
Ｃ
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ
の
番
組
で
、「
４

国
の
米
大
使
館
」
情
報
に
つ
い
て
は
「
見
て
い
な

い
」
と
明
言
し
た
。

暗
殺
の
正
当
性
・
説
明
の
信
頼
性
に
つ
い
て
議

会
の
共
和
党
議
員
も
含
め
た
批
判
が
高
ま
る
中

で
、ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
13
日
の
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
、

危
機
は
切
迫
し
て
い
た
と
言
い
つ
つ
、
民
主
党
が

騒
い
で
い
る
こ
と
は
、
ソ
レ
イ
マ
ニ
司
令
官
の
過

去
を
考
え
れ
ば
「
ど
う
で
も
い
い
こ
と
」
だ
と
開

き
直
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
９
・
11
事
件
直
後
の
ヒ
ス
テ

リ
ー
状
態
の
中
で
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
に
報
復
戦
争

の
発
動
を
認
め
た
「
授
権
決
議
」
に
対
し
、
上
下
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特
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1
　
自
衛
隊
中
東
派
兵
に
反
対
す
る

両
院
中
で
た
だ
一
人
反
対
票
を
投
じ
た
バ
ー
バ

ラ
・
リ
ー
下
院
議
員
は
14
日
の
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
、

「
ト
ラ
ン
プ
は
完
全
に
憲
法
を
無
視
し
て
い
る
」

と
し
、「
ア
メ
リ
カ
国
民
は
、
誤
っ
た
情
報
に
基

づ
く
も
う
一
つ
の
戦
争
を
望
ん
で
は
い
な
い
」
と

断
じ
て
い
る
。

そ
も
そ
も
、
１
９
５
３
年
に
民
族
主
義
的
独
立

を
掲
げ
た
モ
サ
デ
ク
政
権
を
倒
し
、
パ
ー
レ
ビ
親

米
王
制
を
作
り
上
げ
た
も
の
の
１
９
７
９
年
の
イ

ス
ラ
ム
革
命
で
打
倒
さ
れ
て
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
と

イ
ラ
ン
の
関
係
は
敵
対
状
態
に
あ
る
。
イ
ラ
ク
戦

争
に
お
い
て
も
、
戦
争
推
進
派
は
イ
ラ
ク
で
民
主

主
義
国
家
が
成
立
す
れ
ば
地
域
諸
国
に
波
及
す
る

と
、
中
東
反
米
国
家
の
親
米
転
換
を
夢
想
し
て
い

た
。
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
、
民
間
機
の
誤
認
撃
墜

と
い
う
革
命
防
衛
隊
の
失
策
に
乗
じ
て
、
イ
ラ
ン

国
内
の
反
政
府
デ
モ
に
支
持
を
表
明
し
体
制
転
換

を
煽
っ
て
い
る
。　

２　
海
上
自
衛
隊
の
出
動

中
東
情
勢
が
緊
迫
す
る
さ
な
か
、
海
上
自
衛
隊

派
遣
部
隊
第
１
陣
の
Ｐ
３
Ｃ
哨
戒
機
が
既
定
方
針

通
り
、日
本
を
出
発
し
た
。19
年
6
月
に
ペ
ル
シ
ャ

湾
で
起
き
た
タ
ン
カ
ー
攻
撃
を
機
に
、
米
国
は
既

存
の
「
対
テ
ロ
戦
争
」
と
「
海
賊
対
策
」
の
有
志

軍
に
加
え
て
、
航
路
帯
防
衛
の
多
国
籍
軍
の
結
成

を
主
導
し
た
。
米
国
は
タ
ン
カ
ー
攻
撃
の
主
犯
を

革
命
防
衛
隊
と
す
る
な
ど
、
あ
か
ら
さ
ま
に
イ
ラ

ン
を
敵
視
す
る
も
の
で
あ
っ
た
た
め
同
盟
国
に
も

逡
巡
が
広
が
っ
た
が
、
英
・
豪
・
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ

ア
・
バ
ー
レ
ー
ン
・
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
・
ア
ル

バ
ニ
ア
を
加
え
て
11
月
に
発
足
さ
せ
て
い
る
。

日
本
政
府
が
派
兵
の
具
体
的
検
討
を
始
め
た
の

は
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
6
月
24
日
の
ツ
イ
ー
ト

が
契
機
で
あ
っ
た
と
い
う
（
朝
日
新
聞
1
月
12
日
）。

そ
こ
で
ト
ラ
ン
プ
は
、
中
国
は
輸
入
の
91
％
、
日

本
は
62
％
を
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
経
由
の
石
油
に
頼
っ

て
い
る
と
し
て
、
米
国
が
な
ぜ
「
何
の
見
返
り
も

な
く
」
他
国
の
た
め
に
航
路
を
守
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
か
と
言
い
、諸
国
は
「
彼
ら
自
身
の
船
」

を
守
る
べ
き
だ
と
主
張
し
て
い
た
。

ト
ラ
ン
プ
政
権
に
背
中
を
押
さ
れ
て
、
日
本
政

府
は
自
衛
隊
の
派
遣
を
決
定
し
た
。
し
か
し
、
従

来
の
特
措
法
と
い
う
形
式
を
踏
ま
ず
、
集
団
的
自

衛
権
容
認
の
場
合
と
同
じ
く
、
国
会
審
議
を
必
要

と
し
な
い
閣
議
決
定
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
派
遣

の
根
拠
法
規
は
防
衛
庁
設
置
法
の
「
調
査・研
究
」

で
、
日
本
関
係
船
舶
が
攻
撃
さ
れ
た
場
合
に
は
海

上
警
備
行
動
を
発
令
す
る
と
い
う
。

戦
闘
を
想
定
し
た
行
動
が
、
調
査
・
研
究
名
目

で
行
な
わ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
安
倍
首
相
は
「
日

本
は
原
油
輸
入
の
９
割
を
中
東
地
域
に
頼
っ
て
お

り
、
原
油
が
途
絶
え
れ
ば
大
変
な
こ
と
に
な
る
」

と
言
い
、
河
野
防
衛
相
は
「
中
東
地
域
に
お
け
る

平
和
と
安
定
、
お
よ
び
日
本
関
係
船
舶
の
安
全
確

保
の
た
め
」に
部
隊
を
派
遣
す
る
と
述
べ
て
い
る
。

原
油
輸
入
の
確
保
・
船
舶
の
安
全
確
保
や
地
域
安

定
は
、
日
本
の
調
査
・
研
究
で
達
成
さ
れ
る
こ
と

で
は
な
い
。

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
戦
争
の
際
に
も
ま
ず
調
査
・

研
究
名
目
で
自
衛
艦
が
出
動
し
、
特
措
法
の
成
立

後
に
任
務
変
更
さ
れ
た
例
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
新

法
が
間
に
合
わ
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
今
回
の

よ
う
に
調
査
・
研
究
で
作
戦
行
動
が
可
能
で
あ
る

な
ら
、
駆
け
付
け
警
護
を
含
め
て
あ
ら
ゆ
る
戦
闘

行
動
が
で
き
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
ま
た
、
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
・
イ
ラ
ク
戦
争
の
場
合
も
、
出
動
し
た

３
自
衛
隊
に
統
一
指
揮
機
構
は
な
く
、
多
国
籍
軍

の
一
部
に
組
み
込
ま
れ
た
。
今
回
の
場
合
も
、
事

実
上
、
合
同
軍
の
一
部
と
し
て
行
動
す
る
こ
と
に

な
ろ
う
。

※
湾
岸
戦
争
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
・
イ
ラ
ク
戦

争
と
日
米
軍
事
体
制
に
つ
い
て
は
、
島
川
『
ア
メ

リ
カ
の
戦
争
と
日
米
安
保
体
制
』
第
３
版
（
社
会

評
論
社
）
を
参
照
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ

る
。

（
し
ま
か
わ
・
ま
さ
し
／
日
本
大
学
非
常
勤
講
師
）


	



